
クラレのＤＸ取り組み状況

エンジニアリングシミュレーションの活用と人材育成
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重点領域： 研究開発におけるDX
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研究開発とDXの関わり
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研究開発を加速して素早く製品を生み出す 

研究開発ナレッジマネジメント 
KMP: Knowledge Management Platform

①仮説立案 

②実験③評価

過去の知見を活かしてアイディアを多く創出する

マテリアルズ・インフォマティクス（MI）
仮説検証の期間を短く

ケミカルハッカソン 
外部から幅広い技術・
知見を取り込む 

お客様に広く・素早く届ける 

デジタルプレゼンス

クラレ製品をバーチャル空間に
世界中の顧客がテストする 

研究開発部門にて取組中 
北米にて開催、開催の知見を収集 

アイディアの幅を広げる 
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製品のデジタルプレゼンス 

7

最大手シミュレーションソフトウェア会社 ANSYS, Inc.と協働

エンジニアリングシミュレーションソフトウェア

現実世界でどのように動作するかを
バーチャル空間上でテストできる

クラレの素材を登録クラレの素材を登録

開発期間の短縮・コスト削減 により、 
迅速に高品質な製品を市場に投入できる

Ansys®、及びその他すべてのANSYS, Inc.の製品名は、ANSYS, Inc.またはその子会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
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製品設計・素材決定 バーチャルテスト

シミュレーションユーザーは、
世界中の企業・大学など
研究開発・製品設計を行う

• お客様が設計・シミュレーション・材料変更を行う際、クラレ素材を
検討できる環境を準備 

• クラレ素材の強みを物性データを通してバーチャル空間でアピール
（耐熱性、成形性、透明性…）クラレ素材
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お客様がクラレ独自の素材を気軽にテストできる環境を提供 
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材料を調査・選定

メーカーに依頼し
データを入手

ソフトウェアに
データをインポート

シミュレーション

これまで クラレが有する、豊富な物性データと、
製品シミュレーションに関する知見を
他社に先駆けてシミュレーションユー
ザーに届ける

• 研究開発、技術サポートの経験

• 幅広いクラレ素材のシミュレーションの知見

• メカニカル、熱、光学シミュレーションの知見

• 物性測定のノウハウ

数週間程度の効率化

クラレ製品

材料を選択、シミュレーション



ANSYS BLOG
November 28, 2022

Making Electric Vehicles 
Go Further with New 
Materials

https://www.ansys.com/blog/making-electric-vehicles-go-further-with-new-materials

Kuraray and Ansys teamed up to provide detailed materials information on 
GENESTAR™ PA9T series materials to use directly in Ansys solvers. 

The idea is to add value to that data by preparing it for simulation, hence 

the term “simulation ready.”

“
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登録したクラレ製品
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• 耐熱性ポリアミド樹脂〈ジェネスタ®〉
• メタクリル樹脂〈パラペット®〉
• EVOH樹脂〈エバール®〉
• アクリル系熱可塑性エラストマー〈クラリティ®〉
• 液晶ポリマーフィルム〈ベクスター®〉
• 液晶ポリマー繊維〈ベクトラン®〉
• 熱可塑性エラストマー〈セプトン®〉Qシリーズ

メカニカル・熱・光学・電磁界シミュレーションで使用可能
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“            ”

研究開発のナレッジマネジメント
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ナレッジを最大限有効活用することでクラレの既存事業
の発展、新製品・新事業の創出を目指す

• 報告書やプレゼン資料に根拠となるデータ等紐付け、
ナレッジの信頼性向上を図る

• 信頼できるナレッジを蓄積し、それらを情報源とする
ことで効果的なAI活用につながる

「ここにアクセスすれば自社の研究開発ナレッジを知る
ことが出来る」統一基盤を構築中

• グローバルでナレッジの一元管理が可能
• 材料のみならず、用途や物性など検索軸の多様化に

より検索性を向上。研究開発の属人性解消へ
• 2025年前半クラレグループ全体での運用を開始予定

ここにアクセスすれば、
自社の研究開発ナレッジがわかる
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基盤領域： DX人材育成
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DX人材育成
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全社員のデジタルリテラシー向上とDX企画推進人材育成のため、
2023年よりDX人材育成研修をグローバル施策として開始

• 全社員が少なくともBronze classを習得（2023年度 5,114名）
• 各部門には少なくとも1人ずつDXをリードする人材（Gold class 

44名）を、また各部内でDXを推進する人材 （Silver class 163名）
を育成

• Gold classは、研修修了後自部門の課題を解決するDX施策を起案

「PASSION 2026」期間中のDX人材育成実績と計画人数（国内、2024年3月時点）
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DX人材育成
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国内開始から約半年後、海外グループ会社でのDX人材育成研修を開始
• Bronze classのe-Learningを実施中（2024年8月現在 2,190名が受講）
• GoldおよびSilver classの欧米向けプログラムとして独大学の講座を採用

（先行した国内向けプログラムに合わせて研修内容を調整）
– 同講座は、2024年9月より2025年1月まで開催

（2024年度 Gold class 25名、Silver class 30名）
– 参加者は自部門の課題をもって研修に参加

研修期間中に解決策のプロトタイプを作成
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